
 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
 
 
地震・土石流・台風などの自然災害は、突然発生し、人命・財産  
・自然環境などを奪います。こうした災害に高台に住む皆さんで  
協力して対応していくため「高台自主防災会」は作られました。  
高台全域を「向こう三軒両隣」で班分けして２３のグループに分  
け、近隣の皆様が親しく話し合いための「グループ・班懇談会」  
を行ってきました。  
今回の懇談会は、次の内容で行います。多くの皆さんの参加をお  
願いします。なおご自分の属する防犯グループが不明の場合は山  
中（075-955-0138）までお問い合わせください。  
 
＜懇談・報告のテーマ＞  
 
―地震について―  
①  出席者の自己紹介（新転入の方を温かく迎えましょう）  
②  能登大地震や最近起こる京都南部震源の地震などの感想  
③  京都府南部の地震帯を地図で確認  
④  東南海トラフ地震と、地盤沈下、液状化現象（高台は埋立地）  
⑤  地震と豪雨・土石流の場合の避難場所・避難所の確認  
 
―土石流について―  
⑥  豪雨・線状降水帯による土石流の危険（レッド・イエローゾーン） 
⑦  金が原地区にある溜め池改修について、金原寺池、芦原池  
⑧  台風時の避難について市の見解は（学校は開設しない）  
 
―会運営について―  
⑨  新たな避難困難者と支援者の確認  
⑩  グループ長と班長の選任（副班長を設ける）  
⑪  災害時の避難伝達名簿の作成（グループ・班長→副班長→各家庭） 
⑫  ２０２３年度活動報告と２４年度取組み（下記）の審議   他  

 
 
 
 

１）「グループ・班懇談会」を梅雨時期前（５～

６月）に行います 

２）看護師経験者の交流・懇談会を行います。安

全衛生備品を補充します 

３）消防署による消火・防災訓練を 4 号公園で

秋に行います 
 

４）「高台自主防災会だより」で災害に対する知

識や避難等について啓蒙します 

５）金原寺池と芦原池の改修工事について、４地

区代表と市と協議継続します 

６）地震及び豪雨・土石流の避難は、いずれの場

合も次の通り 

・１～１３及び１５グループは、第 4 中学校 

（但し、体育館は使用不可で、先ずは武道場に集合） 

 

「グループ・班」

２０２４年度取組み（案）
・１４及び１６～２３グループは、西乙訓体育館 

（4号公園に集合、各班の安全を確認。西乙訓高校が

開設されれば体育館に移動） 

・いずれの会場でも、高台防災会役員及び高台

在住の看護師経験者に分担して対応していた

だきます 
 

７）台風の場合、学校での開設はありません。西

山体育館に開設される場合があります 

８）市の防災本部から避難指示の高台防災会へ

の伝達網を確立します（市災害対策本部→高

台防災会本 

部→幹事→ 
グループ長→ 
班長→2 筋に 
分けて家庭） 

 

 
昨 年 度 の 高
台 避 難 訓 練
で 4 中へ  

PTO(裏面もご覧ください ) 



 

 

 

 

 


